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議
員

本
来
、
教
師
も
児
童
・

生
徒
も
、
お
互
い
に
も
っ
と
接

議
員

去
る
９
月
４
日
の
集
中

豪
雨
に
よ
る
水
害
の
防
災
対
策

で
は
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。

前
面
道
路
を
車
が
通
過
し
て
行

く
た
び
、
波
が
立
ち
、
床
ま
で

水
が
入
っ
て
く
る
の
を
防
ぐ
た

め
の
土
の
う
は
市
内
の
ど
こ
に

配
備
さ
れ
、
誰
に
連
絡
を
取
れ

ば
よ
い
の
か
。
ま
た
、
必
要
な

数
量
は
配
備
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。

総
務
部
長

土
の
う
の
配
備
箇

所
は
市
内
に
７
カ
所
、
約
１
５

０
０
袋
配
備
さ
れ
て
い
る
。
今

後
、
備
蓄
場
所
を
再
検
討
し
、

利
用
方
法
や
連
絡
先
に
つ
い
て

市
役
所
の
「
安
心
ま
ち
づ
く
り

課
」、
備
蓄
先
で
あ
る
自
主
防

災
会
の
連
絡
先
を
広
報
紙
等
で

市
民
に
広
く
お
知
ら
せ
す
る
。

議
員

特
徴
な
い
と
言
わ
れ
る

本
市
だ
が
、
戸
田
ら
し
さ
を
一

言
で
言
う
と
。

市
長

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く

り
で
あ
る
。「
教
育
の
ま
ち
戸

田
」
の
実
現
を
目
指
す
。

木
）
と
「
福
祉
の
杜
」
隣
接
地

は
早
急
に
具
体
的
な
活
用
方
法

を
検
討
し
、
債
務
保
証
の
軽
減

を
図
り
た
い
。

議
員

市
は
コ
ス
ト
削
減
と
し

て
「
経
常
経
費
の
圧
縮
」
を
行

っ
て
い
る
が
、
建
設
費
が
増
え

れ
ば
、
借
金
や
維
持
管
理
費
が

増
え
、
経
常
経
費
も
増
え
る
。

そ
れ
で
福
祉
や
人
件
費
を
圧
迫

し
て
は
な
ら
な
い
。
長
期
の
財

政
計
画
を
つ
く
り
、
市
民
に
わ

か
り
や
す
く
示
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

総
合
政
策
部
長

わ
か
り
や
す

く
、
見
や
す
い
財
政
計
画
を
策

定
し
た
い
。

議
員

市
民
参
加
で
平
和
都
市

宣
言
の
記
念
事
業
を
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
友
好
都
市
交
流
協

会
・
学
校
と
の
連
携
を
。

総
合
政
策
部
長

市
民
が
主
体

と
な
る
自
発
的
な
提
案
が
大
事

で
あ
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は

有
効
な
手
法
。
学
校
や
友
好
都

市
交
流
協
会
と
の
連
携
は
検
討

し
た
い
。
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岡
嵜
　
郁
子
　

議
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召田　厚　議員�

子どもたちのために�
　　　教師にゆとりを�

わ
れ
る
が
、
国
の
三
位
一
体
の

改
革
に
よ
る
影
響
も
あ
り
、
推

移
を
見
守
り
た
い
。
歳
出
は
、

都
市
基
盤
整
備
、
水
害
対
策
、

学
校
の
耐
震
補
強
工
事
、
給
食

自
校
式
、
こ
ど
も
の
国
複
合
施

設
、
福
祉
の
杜
二
期
工
事
な
ど

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も

多
額
の
経
費
が

必
要
。
歳
入
の

バ
ラ
ン
ス
を
図

り
な
が
ら
、
経

費
を
確
保
し
た

い
。

議
員

借
金
の

軽
減
計
画
は
。

総
合
政
策
部
長

大
き
な
債
務
負

担
で
あ
る
土
地

開
発
公
社
所
有

地
の
う
ち
、
日

本
プ
レ
ハ
ブ
跡

地
（
大
字
美
女

議
員

い
つ
く

る
か
わ
か
ら
な

い
大
規
模
災
害

に
備
え
、
安
全

で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
、

今
後
の
防
災
体

制
の
整
備
が
急

務
と
考
え
る
。

小
学
生
の
う

ち
か
ら
災
害
に

対
応
で
き
る
た

め
の
防
災
教
育

が
必
要
と
考
え

る
が
、
本
市
の

取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

教
育
部
長

防
災
意
識
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
自
助
・

共
助
の
精
神
を
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
育
み
、
自
ら
の
判
断
で
災

害
に
対
応
で
き
る
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
、
避
難
訓
練
や
集
団
下
校
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
。
本
年
度

よ
り
中
学
校
３
校
に
除※

細
動
器

を
配
置
し
、
災
害
時
に
備
え
て

い
る
。

議
員

被
災
後
の
建
材
ゴ
ミ
や

生
活
ゴ
ミ
な
ど
が
多
い
と
思
わ

れ
る
が
、
蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ

ー
な
ど
稼
働
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
の
収
集
・
焼
却
な
ど
の
処

理
に
つ
い
て
は
。

市
民
生
活
部
長

市
は
、
埼
玉

県
清
掃
行
政
研
究
協
議
会
の
会

員
で
あ
り
、
戸
田
市
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
き
県
内
各
市
の
処

理
施
設
や
組
合
処
理
施
設
を
使

用
し
対
応
す
る
。

議
員

外
国
籍
の
市
民
へ
の
対

応
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

総
務
部
長

避
難
所
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
や
、
市

の
職
員
で
外
国
語
の
話
せ
る
職

員
を
配
置
さ
せ
、
防
災
訓
練
へ

の
参
加
や
外
国
人
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
な
ど
、
友
好
都
市

交
流
協
会
と
連
携
を
図
り
、
啓

発
を
行
っ
て
い
く
。

議
員

救
援
物
資
・
食
料
品
等

の
管
理
体
制
に
つ
い
て
は
。

総
務
部
長

物
資
等
の
受
け
入

れ
や
管
理
体
制
は
、
早
急
に
整

備
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題

で
、
民
間
企
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
と
協
定
を
結
び
、
保
管

場
所
な
ど
は
、
倉
庫
業
界
な
ど

に
お
願
い
す
る
な
ど
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ク
ー
ル
ビ
ズ

議
員

市
で
こ
の
夏
に
実
施
し

た
ク
ー
ル
ビ
ズ
に
つ
い
て
、
そ

の
結
果
と
評
価
は
ど
の
よ
う
だ

っ
た
か
。

総
務
部
長

対
前
年
比
の
削
減

率
は
、
電
気
量
６
・
２
％
、
水

道
量
１６
・
８
％
、
ガ
ス
量
３７
・

９
％
、
金
額
で
は
す

べ
て
合
わ
せ
て
２
３

７
万
円
の
節
約
に
な

っ
た
。

議
員

職
員
や
市
民

か
ら
の
反
応
は
ど
う

だ
っ
た
か
。

総
務
部
長

市
民
か

ら
は
特
段
の
苦
情
も

な
く
、
職
員
か
ら
は

動
き
や
す
く
、
ネ
ク

タ
イ
の
あ
る
の
と
な

い
の
と
で
は
快
適
さ

を
段
違
い
に
感
じ
る

な
ど
好
評
で
あ
っ
た
。

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

議
員

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
に
つ
い

て
、
目
標
と
Ｐ
Ｒ
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
か
。

総
務
部
長

少
な
く
と
も
ク
ー

ル
ビ
ズ
以
上
の
成
果
を
上
げ
て

い
け
る
よ
う
に
し
た
い
。
市
民

へ
の
Ｐ
Ｒ
は
広
報
紙
に
て
掲
載

し
、
市
職
員
に
対
し
て
は
庁
内

Ｔ
―
ｎ
ｅ
ｔ
で
周
知
を
し
た
。

今
後
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
も
対
応
し
て
い
き
た
い
。

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業

議
員

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
は
建
物

等
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
図
る

た
め
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
、

こ
れ
に
係
る
す
べ
て
の
経
費
を

工
事
後
に
実
現
す
る
省
エ
ネ
化

に
よ
る
経
費
削
減
分
に
よ
っ
て

賄
う
事
業
で
あ
る
。
温
暖
化
効

果
ガ
ス
の
削
減
と
コ
ス
ト
削
減

を
同
時
に
実
現
す
る
一
挙
両
得

の
仕
組
み
だ
が
、
本
市
で
の
導

入
の
検
討
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長

本
庁

舎
に
つ
い
て
は
高
効
率

の
照
明
器
具
へ
の
切
替

え
な
ど
個
別
の
対
策
を

行
な
っ
て
い
る
た
め
、

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
導
入

が
有
効
か
ど
う
か
の
検

討
が
必
要
と
な
る
。
ま

た
、
そ
の
他
の
公
共
施

設
に
つ
い
て
は
導
入
の

効
果
が
あ
る
の
か
、
管

理
部
門
や
営
繕
部
門
と

協
議
し
な
が
ら
、今
後
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。
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大規模災害に�
　　備えた防災体制は�

議
員

本
市
は
税
収
も
安
定
し

て
お
り
、
財
政
力
は
県
下
一
位

だ
が
、
市
は
「
財
政
が
厳
し
い
」

と
言
っ
て
い
る
。
今
後
の
歳
入

と
歳
出
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

総
合
政
策
部
長

市
税
収
入
は
、

当
面
、
現
状
維
持
で
き
る
と
思

す
る
時
間
を
望
ん

で
い
る
が
、
最
近

は
授
業
時
数
を
確

保
す
る
た
め
の
施

策
を
し
て
い
る
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ゆ
と
り
が
な
い
た

め
、
そ
れ
が
か
な

わ
な
い
の
は
な
ぜ

か
。
そ
こ
で
、
教

師
が
こ
な
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
仕

事
は
減
ら
せ
な
い

か
、
現
場
の
声
を

反
映
で
き
な
い
か
、
も
っ
と
子

ど
も
た
ち
と
接
す
る
時
間
は
と

れ
な
い
か
、
教
師
が
も
っ
と
ゆ

と
り
を
持
っ
て
、
伸
び
伸
び
と

教
職
に
つ
く
こ
と
は
で
き
な
い

か
伺
い
た
い
。

教
育
部
長

施
策
に
よ
り
以
前

よ
り
は
時
間
は
と
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
今
後
は
教
育
委
員

会
内
の
横
の
連
携
を
図
り
、
諸

調
査
や
書
類
の
統
一
化
を
図
り

対
応
し
た
い
。
ま
た
、
教
職
員

施
策
提
案
制
度
、
各
種
学
校
訪

問
、
校
長
会
議
等
に
よ
り
現
場

の
声
を
反
映
さ
せ
、
本
来
教
員

が
な
す
べ
き
こ
と
を
い
ま
一
度

見
つ
め
直
し
、
授
業
や
生
徒
指

導
の
充
実
に
向
け
研
究
し
て
い

く
。

▲有事に備えて小・中学校では避難訓練等を実施

▲クールビズ（左）やウォームビス（右）でコスト削減等に成果あり

▲市の財政状況は歳入のバランスを図りながら経費を確保

来
年
の
平
和
都
市
宣
言

２０
周
年
を
市
民
参
加
で

▲教師と児童が接する時間を多く持てるように

水

害

対

策

は

戸
田
ら
し
さ
と
は


